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公益社団法人小平市シルバー人材センター

の第12回定時社員総会は6月21日（火）に小
平市福祉会館で開催されました。昨年と同様
に、新型コロナウイルス感染防止のため、内
容を簡素化し時間短縮に努め行われました。 
山口副会長の司会進行で始まり、浦部会長

のあいさつに続いて会員表彰が行われ、会員
として10年以上の受賞者44名を代表して並木
幸雄さん、会員20年以上の受賞者30名を代表
して有賀亮さん、職員として20年以上勤務し

た青木晃さんに賞状と記念品が贈呈されまし
た。受賞された皆様、誠におめでとうござい
ます。今後のご活躍とご健勝を祈念しており
ます。 
資格審査報告では、総会日現在の正会員及

び特別会員の総数1,183名のうち、委任状・議
決権行使書を含む912名が出席し総会は成立し
ました。 

総会の議事進行は、議長に学園西町の山﨑芳
夫理事が選任され、令和3年4月1日から令和4年
3月31日までの計算書類等承認の件、理事1名の
選任の件、監事1名の選任の件の3議案について
審議が行われ、すべての議案が原案のとおり可
決、承認されました。 

 

 

 

本年の社員総会も新型コロ
ナウイルスの蔓延による脅威
が続いているため変則的な開

催となりました。 
令和3年度の業績は、会員の皆様の積極的な

就業への取り組みの結果、契約金額は前年微
増の445百万円、3月末会員数は1,167人と57

人の増となりました。 
「第4次長期5か年計画」の第1年度の目標値

も達成しました。詳細は、事業報告を御参照
下さい。 
コロナ禍後に起こる社会変化について、研

究機関（新エネルギー・産業技術総合開発機
構）の予測では、 
『仕事・産業の変化では、リモート化、オ

ンライン化、テレワークの推進、DX時代(デ
ジタル変革)を前提にした取り組みが促進。社
会の変化では、ワークスタイルの変化（リモ

ートワークへの対応）、日常生活の各場面で
の生活様式が変化する』とされています。 

このような変化の中でシルバー人材センタ
ーの立ち位置をどう見つけていくかを考える
年になります。 
令和4年も、コロナと共存しながら生活して

いくことになると予測されます。ワクチンの
接種も進んでいますが、感染には十分留意し
ながら就業をお願いします。私達は、シルバ

ーで就業しながら残りの人生を充実させるこ
とが大切です。その為の5つのポイントは、 

1.きちんと人生を楽しんでいるか 
2.健康的な生活を送っているか 
3.シンプルな生き方をしているか 
4.過去や未来にとらわれず、今を生きてい
るか 

5.思うだけで終わらせず、行動が出来てい
るか、これらを定期的に確認してみてく
ださい。 

今年も、会員の皆様の就業とセンター事業へ

の積極的なご支援をお願い申し上げます。 

 

第12回 定時社員総会開催される 
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――  花小金井南中学校地域開放型体育館  ―― 

仲町 大川 強 

花小金井南中学校は、市の東部地域・西武
新宿線花小金井駅南口より徒歩 10 分のとこ
ろにあります。 
中学校体育館の建て替えに併せて、学校教

育に支障のない範囲でアマチュアスポーツを
目的とする団体が利用する地域開放型施設と
して、令和 3年 4月より運用が始まりました。
ピンク色の外観・4 階建てで、一部は多目的
教室や災害備蓄倉庫です。体育館としては、
柔道場、剣道場・多目的室、アリーナの 3 施
設があります。これらの施設を利用して50団
体ほどが柔道、剣道、空手などの武術や卓球、
軽体操、太極拳、ダンスなどの広い世代の参
加する種目、バレーボール、バスケットボー
ルなどのスポーツを日夜行っています。 
現在体育館で就業する会員は男女 7 名で、

午前8時30分から午後9時30分までの6時
間 30 分ずつを 2 交代１人勤務です。休館日
は年末 12 月 27 日から翌年 1 月 5 日までの
10 日間のみのため、7 名のローテーションで

平均月 8～9 日の出勤となっています。業務
内容は、主に体育館利用者の受付・確認、扉・
窓の施錠点検確認、不法入館者の発見処置、
その他管理状況を確認する巡視等です。更に
今年 4月からは毎月の施設利用申込みの受付
業務が始まりました。 
本施設は、学校施設の一般市民開放として

は午前 9時から午後 9時までの終日開館とい
う市としても初めての試みであり、東部地域
の市民スポーツハブとして楽しく安全に利用
していただけるように、担当者全員ハリキっ
て日々勤めています。 

 

会員表彰受賞者（五十音順・敬称略） 

(1)令和 3 年度 被会員表彰者 10 年  

No 氏名  No 氏名  No 氏名  No 氏名  No 氏名 

1 旭谷 日出雄  10 風間 洋子  19 佐藤 ヒロ子  28 並木 幸雄  37 樋口 義一 

2 芦川 荘一  11 片岡 進  20 佐藤 欣子  29 成澤 正明  38 福田 十九一 

3 安部 嘉昭  12 川西 勝之  21 志村 久  30 西川 壽  39 福永 安明 

4 伊賀 紀美江  13 岸野 恒一  22 高田 金彦  31 西村 せり子  40 前田 高義 

5 石丸 好美  14 北野 孝市  23 田島 芳男  32 沼賀 勝利  41 益子 貞二 

6 市村 孝夫  15 国崎 武敏  24 谷口 空代  33 萩原 貞和  42 宮井 國夫 

7 伊藤 茂尚  16 小暮 喜久江  25 田村 實  34 服部 圭造  43 山村 武男 

8 伊藤 春雄  17 小山 寿昭  26 角田 和敏  35 馬場 優  44 横倉 光夫 

9 覚張 三郎  18 﨑元 伊公代  27 中嶋 佳代子  36 濵田 たか子    

(2)令和 3 年度 被会員表彰者 20 年以上 

No 氏名  No 氏名  No 氏名  No 氏名  No 氏名 

1 赤池 虎雄  7 大越 たみ  13 白木 照代  19 豊田 昭雄  25 本間 マサ子 

2 上石 光子  8 文 哲彦  14 関 依代子  20 中山 政雄  26 南 弘一 

3 荒木 鐵太郎  9 古賀 町子  15 高橋 章  21 西尾 登  27 元井 英夫 

4 有賀 亮  10 小柴 常雄  16 土屋 絋子  22 野方 信治  28 安井 甫 

5 伊墻 和平  11 斉藤 節子  17 東島 健雄  23 畠山 シゲ  29 吉田 勝正 

6 遠藤 董彦  12 佐藤 半次郎  18 道法 昭光  24 古家 清一  30 吉田 六郎 

(3)令和 3 年度 被職員表彰者 20 年以上 

No 氏名             

1 青木 晃             

(1)会員として 10 年以上在籍し、就業の実績があるもの（地域班長、委員は就業とみなす） 

(2)会員として 20 年以上在籍したもの 

(3)職員として 20 年以上勤務したもの 

表彰の基準 
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【担当地域】 

第 4 地域 

天神町 2・3 丁目 

【担当会員数】10 名 

 

山岸 茂 

5 月より長年地域活動に尽力されて来まし

た小西班長よりバトンを受け取りました山岸 

茂です。 

小西さんの後任となると少なからずためら

いも有りましたが、少しでも班の役に立てれ

ばと引き受けたしだいです。 

小平に住居をかまえて 20 年余りとなりま

すが月日の経過と共に地域の情景が少しずつ

ながら変わってゆくのも良い処であります。 

楽しみ（趣味、道楽、気分転換）として、

バイクです。 

年齢と共に排気量が小さくなって来ました

が未だ、学生時代の友と四季のツーリングを

楽しんでいます。 

不慣れではありますが、宜しくお願い致し

ます。 

 

 

 

【担当地域】 

第 4 地域 

大沼町 2 丁目 

【担当会員数】20 名 

 

幸道 寛和 

今年 4 月から第 4 地域担当の幸道寛和で

す。人材センターの会員になって昨年 10 年

が経過しました。無料駐輪場の整理員、放置

自転車の駅頭指導員のお仕事を、また今年 3

月までの 3年間はさわやか館の管理員をさせ

て頂いておりました。その間新型コロナウイ

ルス騒ぎで、一時閉館、再開後のコロナ対策

としての人数制限、検温、消毒ほか恒例の行

事が中止または縮小され、以前の活発な雰囲

気が消えて寂しい思いをしました。 
 

 

 

【担当地域】 

第 5 地域 

回田町 

【担当会員数】14 名 

 

村山 眞三 

新任の村山眞三です。公報配布と公園清掃

を担当しています。公報の配布などで会員の

皆さんが動きやすいようにサポートする事を

心掛けてまいります。公報配布は一見単純そ

うな仕事ですが地域の市民の皆さまが市政、

福祉、イベント、居住地域のクリーンアップ

に今以上に関心を持ってくれる一助に必ずな

るという意識を持って作業したいものです。 

常日頃は仲間 10 名前後を集めてあちこち

出歩いています。「低山ハイク」、「巨樹を辿る」、

「東京の川・源流から河口へ」、旧大名や旧宮

家の住いを訪ねる「お屋敷めぐり」や刺し子、

風鈴、藁の正月飾り、果実や野菜でジャムや

ジュースなどを作る「作ろうに挑戦」などを

賑やかにやっています。冬はスキー、その他

のシーズンはゴルフや街歩きなどで陽差しを

いっぱいに浴びているので顔はいつも真っ黒

です。グランドシニアになってからは周囲に

必要とされる存在になることに喜びを感じ生

きがいにもなっています。「友は宝」をモット

ーに大勢の仲間を作り楽しく過ごす時間を大

切にしていきたいと思います。
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組織活性・安全委員会 

令和 3年度中に発生した事故は、傷害事故
8件、賠償事故3件、自動車事故2件の計13

件でした。令和 2 年度の発生数が計 15 件に
対し2件減少しました。 
令和 3年度傷害・賠償事故は、就業中に起

きている事故が多く、就業場所の確認や就業

内容の確認、体調の管理等気をつければ防げ
る事故もあったかもしれません。安全就業標
語のテーマとした「就業前の作業確認」をお
願いします。自転車による転倒事故もありま
した。センターでは自転車用ヘルメットを推
奨しています。重篤事故を防ぐため自転車用
ヘルメットをかぶりましょう。また、自転車
保険に加入しておきましょう。 
令和 3年度も自動車事故が発生しています。

バック運転での追突事故を繰り返さないよう

に、センターの全車両にホイッスルを置き、
同乗者は車外に出てホイッスルで運転を誘導
するようにしました。また、令和 4 年 10 月
から道路交通法改正により事業所の運転前後
のアルコールチェックが義務化されますが、
センターでは 4月からアルコールチェックを

行い酒気帯び運転をさせない取組みをしてい
ます。自動車事故は重大事故につながること
があります。安全運転に対する意識を高めて、
運転してください。 
組織活性・安全委員会では、安全パトロー

ルを実施し、安全就業に関する講習会等を企
画して活動を行います。7 月は「安全就業強
化月間」です。「安全はすべてに優先する」と
いうシルバー人材センターの理念を念頭に置
いて安全第一で就業してください。 

〔表1〕過去5年間の傷害・賠償事故 発生件数 

〔表2〕令和3年度 傷害・賠償事故発生状況（抜粋） 
事
故 

発生
月 

性別 

年齢 
就業内容 事故発生状況 傷害名等 

傷
害 

5月 
男 

70 
公園清掃 

樹木に脚立を掛け剪定作業をしていたところ落下。肘と後頭部を

打ち肘を骨折。仕様書にない業務を行っていたためヘルメット、

安全帯の用意なし。【仕様外の業務は行わないよう要注意】 

骨折 

7月 
男 

79 
駐車場管理 

めまいがしてその場に座り込んだ。意識はあった。高温多湿の環

境だったが水分補給を怠っていた。 熱中症 

11月 
女 

69 
施設管理 

車の進入止めポールに自転車のペダルが引っ掛かり背中から落ち

て頭部を打ってしまった。 打撲 

賠
償 

10月 
男 

78 
植木剪定 

枝葉の中に電線ケーブルが横切っていることに気づかず切断して

しまった。 － 

自
動
車 

11月 
男 

76 
器材搬入 

搬入先を通り越してしまったため、車をバックさせて搬入先に寄

せようとしたが、路肩に駐車していた車に追突した。ケガ人は出

なかった。 

－ 

年度 合計 

 傷害事故 

賠償事故 自動車事故 
計 就業中等 

就業途上 

・帰路 

うち 

自転車事故 

29 17 14 8 6 8 3 - 

30 7 6 4 2 2 1 - 

31 16 13 11 2 5 3 - 

2 15 10 9 1 1 2 3 

3 13 8 6 2 2 3 2 
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陰気な愉しみ 

山との出会いは高校 2 年の時だった。山好
きの級友に誘われて中央沿線の山へ登ったこ
とがきっかけだった。それからは受験勉強そ
っちのけで毎週のように中央沿線、西武沿線、
奥多摩の日帰り登山を愉しんだ。極めつけは、
その年の秋、初めての小屋泊りを雲取山で経
験したことだ。バテバテになりながら登り、夜、

小屋を出てみると、満天の星空、手の届くよう
な夜空にこんなに星があるのかと思うほどの
星が輝いている。宇宙の広大さに感動した。 

以来、大学、社会人・・ずつと高校時代の山
仲間や会社の仲間と山を楽しんできた。本格
的に山を学ぼうと中高年の山岳会にも入った。 

クライミング、沢登り、厳冬期の雪山、外国
の山の登山、幸い大怪我は免れたが滑落も何
度も経験した。 

今年で後期高齢者に仲間入りした。今も毎
週のように山岳会の会員を連れて山歩きの
日々である。 

「山は愉しむもの」、これに尽きる。若い時

は、がむしゃらに頂きを目指した。70 歳を過
ぎると毎年、脚力は落ちてくる。3年前に8時
間で歩けたところが 9 時間くらいかかる。も
うテント担いで縦走は無理。ただ、もう少し春
夏秋冬、花を楽しみ、山歩きを愉しみたいと思
うこの頃である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小川東町 濱田正和 

 

★期間  令和4年7月1日 ～ 7月31日 
「安全はすべてに優先する」― 東京都シルバー人材センターの基本理念 

★令和4年度安全就業対策の重点項目 
1. 「安全就業基準」の遵守の徹底 

特に、疲労の蓄積による事故防止、就業時における安全保護具の着用の徹底
に注力する。 

2. 経路途上の安全確保 
特に、自転車利用時の安全確保 

3. 安全委員会の活動の活性化（傷害・賠償事故防止） 

組織活性・安全委員会 

こまめに休憩！ 水分・塩分の補給！ 

 涼しい服装で日陰を歩く！ 帽子や日傘、熱中症対策グッズを活用！ 

 我慢せず すぐに１１９番！ 

 仲間の様子も気をつけよう！ 
室内でも要注意！ 
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令和 4年度会費納入のお願い 

今年度の会費2,000円が未納入の方は、事務局まで直接納入、又は郵便局の振替口座に 
振込んでください。 
口座番号 00140＝1＝755843 口座名義（公社）小平市シルバー人材センター 
※就業中の方は、配分金から引き落とします。 

※ 会費はセンター運営に必要な経費の一部に充てますので、就業の有無にかかわらず毎年 5 月末日
までに納める義務があります。退会を希望される方は退会届を提出し、会費が未納の場合は納めて
ください。 

 

 

決議・報告事項 

第 13回理事会（3月24日） 

1. 3月期入会会員の承認（24名：女性7名 平均74.4歳 男性17名 平均71歳） 

2. 規程等の一部改正・新設等（案）について 

3. 地域班の統合について 

4. 理事とセンターとの取引の承認について 

5. 役員の賠償保険の加入について 
 

第 1回理事会（4月28日） 

1. 4月期入会会員の承認（28名：女性9名 平均72.6歳 男性19名 平均68.8歳） 

2. 令和4年度補正予算書（案）について 

3. 会員等の表彰について 

4. 決算監査について 

5. 令和3年度事業報告（案）について 

6. 令和3年4月1日から令和4年3月31日までの計算書類等の承認の件について 

7. 理事1名の選任（案）の件について 

8. 監事1名の選任（案）の件について 

9. 総会の議案・報告事項等について 

10. 剰余金の解消について 
 

第 2回理事会（5月26日） 

1. 5月期入会会員の承認（18名：女性8名 平均73.7歳 男性10名 平均71.3歳） 

         

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
『年輪』会員のひろば 係り 
会員のひろばは、会員同士の交流の場です。皆 
さんの日々の感想、ひとこと、何でも結構です。 
形式にはこだわりません。お届けください。 

● 届 け 方 郵送、事務局持込み、Ｅメール 
● 『年輪』発行月 4月、7月、10月、1月 
● 原稿締切日 発行月の 2ヵ月前 

  

10月1日号の原稿締切は 

8月1日です。 
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第１地域  第３地域  第５地域 

氏 名 住 所  近藤 晃司 学園西町  大知 悦子 回田町 

植田 由樹雄 小川町  東條 英機 学園西町  山賀 武 回田町 
岡本 清竜 小川町  鶴見 憲二 学園東町  鈴木 正雄 喜平町 
齋藤 茂 小川町  安井 忍 学園東町  中田 由紀夫 喜平町 
中元 喜久雄 小川町  伊禮 みち子 上水本町  那須 忠幸 喜平町 

柳 信夫 小川町  小田 みどり 上水本町  吉村 佳余子 喜平町 
山田 哲司 小川町  吉澤 幸夫 津田町  磯川 俊二 上水南町 

      中島 達雄 上水南町 

第２地域     東 良子 上水南町 

小島 康子 栄町  第４地域  近藤 剛 鈴木町 

後藤 政子 栄町  市川 源一 大沼町  齋藤 智子 鈴木町 
田中 了 栄町  尾形 幸 大沼町  伊達 恵 鈴木町 
大野 秀夫 小川西町  中村 明芳 大沼町  辻 勝久 鈴木町 
近藤 幹雄 小川西町  仁神 由紀枝 大沼町  鳩部 稔 鈴木町 
齋藤 潤子 小川西町  増田 幸子 大沼町  本間 安民 鈴木町 

志村 和子 小川西町  増田 利一 大沼町    

増子 とし子 小川西町  山崎 心五 大沼町  第６地域 

熊倉 八寿男 小川東町  山本 昇平 大沼町  工藤 進 花小金井 

佐藤 カツヱ 小川東町  加藤 徹 仲町  香坂 隆 花小金井 

佐藤 務 小川東町  小林 日出夫 仲町  佐々木 敏一 花小金井 
佐藤 一美 小川東町  調枝 和男 仲町  佐々木 良子 花小金井 
杉田 絹子 小川東町  堀内 通成 仲町  野田 雅明 花小金井 
田中 信子 小川東町  藤野 春吉 天神町  望月 寿美子 花小金井 
長谷川 登 小川東町  大石 明美 美園町  片山 律子 花小金井南町 

林 健一 小川東町  小宮 壽美恵 美園町  難波 良裕 花小金井南町 

升岡 龍三 小川東町  森越 正一 美園町  綿屋 勝次 花小金井南町 

        
        

 

  

 

 

 
 

 事 業 実 績  

令和４年 
受託件数 

（件） 

就業人数 

（人） 

就業率 

（％） 

配分金 

（千円） 

材料費 

（千円） 

事務費 

（千円） 

計 

（千円） 

会員数（人） 

男性 女性 合計 

２月 396 775  66   24,297   4,317   2,330   30,944  797 375 1,172  

３月 448 788  67   28,872   1,753   2,500   33,125  802 365 1,167  

４月 467 810  68   31,574   3,158   2,822   37,554  820 369 1,189  

編集後記

まだまだ、対面での会員同士の交流がしに

くい状況ですが、『年輪』は紙面での会員同士

の交流を深める場でもあります。「会員の広

場」、「仕事紹介（私の職場）」、“ちょっとひと

休み”、詩、短歌、俳句、旅行記、写真、絵や

版画など皆様の積極的な投稿をお待ちして

おります。 

（広報･ボランティア委員 『年輪』編集グループ S・I） 

7/19（火） 8/17（水） 

9/20（火） 10/17（月） 

（3・4・5月 入会者） 

ご冥福をお祈り申し上げます 

塚本 貞子 様  87歳 花小金井 
相馬 登 様  88歳 御幸町 

追悼 


